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こ
の
た
び
、
第
十
六
代
斜
里
消
防
団

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
大
槻
で
す
。 

近
年
は
、
気
候
変
動
の
影
響
な
ど
で

地
震
や
山
林
火
災
を
は
じ
め
と
す
る
大

規
模
な
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
斜
里
町
は
比
較
的
災
害
の
少

な
い
地
域
で
す
が
、
い
つ
発
生
し
て
も
お

か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

消
防
団
は
地
域
密
着
の
強
み
を
生
か

し
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
組
織
で
す
。 

今
後
も
訓
練
を
重
ね
、
安
心
・安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

女
性
消
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い
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女
性
消
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古
屋 
亜
矢 

自
然
豊
か
な
知
床
を
拠
点
に
、
動
物

や
風
景
の
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。 

以
前
は
医
療
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
を

し
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の
安
心

な
暮
ら
し
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
い
、
こ
の
度
入
団
い
た
し
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

埼
玉
出
身
で
馬
・ 

カ
フ
ェ
・ 

山
歩
き

が
大
好
き
。
知
床
の
大
自
然
に
魅
せ
ら

れ
引
越
し
て
来
ま
し
た
。
暮
ら
し
て
い

く
中
で
、
こ
の
先
も
自
然
が
こ
の
ま
ま

で
あ
る
事
を
願
い
出
来
る
こ
と
を
し
て

み
よ
う
と
思
い
入
団
し
ま
し
た
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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各
分
団
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第
一
分
団
（ 

市
街
地
） 

 
 

 

大
槻 

 

力
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第
二
分
団
（ 

中
斜
里
） 

 
 

 

東
谷 

 

義
之 

  

第
三
分
団
（ 

以
久
科
・ 

峰
浜
） 

 
 

 

髙
橋 

 

琢
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第
四
分
団
（ 

三
井
） 

 
 

 

佐
藤 

 

公
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第
六
分
団
（ 

ウ
ト
ロ
） 

 
 

 

高
木 

 
恒
晋 

私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て 

 
 

く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
！ 

お
待
ち
し
て
ま
す 

 

あ
な
た
の
力
が 

町
の
明
日
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
の
安
心
・ 

安
全
を 

 
 

 
 

一
緒
に
守
り
ま
し
ょ
う
。 

 

興
味
あ
る
方
・ 

見
学
し
た
い
方 

 

ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
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お
問
い
合
わ
せ 
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九
月
十
五
日(

火) 

 
 

十
八
時
三
〇
分
～
二
一
時
ま
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九
月
十
一
日(

金) 

 
 

十
八
時
三
〇
分
～
二
一
時
ま
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申
込
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両
地
区
と
も 

 
 

八
月
三
〇
日
（ 

日
） 

八
月
三
〇
日(

日) 

 
 

斜
里
消
防
団
防
災
訓
練 

 

八
月
三
〇
日(

日) 

 
 

ウ
ト
ロ
自
治
会
防
災
訓
練 

 

九
月
十
一
日(

金) 

 
 

ウ
ト
ロ
救
命
講
習
会 

 

九
月
十
五
日(

火) 

 
 

斜
里
救
命
講
習
会 

 

十
月
十
五
日(

木) 

 
 

秋
の
火
災
予
防
運
動
パ
レ
ー
ド 

 

一
月
四
日(

月) 

 
 

ウ
ト
ロ
出
初
式 

 

一
月
六
日(

水) 

 
 

斜
里
出
初
式 

消
防
団
の
活
動
予
定 

  

私
達
、
消
防
団
は
災
害
時
に
迅
速
か
つ

的
確
に
活
動
で
き
る
様
、
実
践
的
な
訓

練
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

 

五
月
三
一
日
に
斜
里
町
役
場
裏
に
て

斜
里
消
防
団
演
習
、
六
月
七
日
清
里
町

で
三
町
合
同
演
習
訓
練
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。 

 

斜
里
町
民
の
生
命
・ 

身
体
・ 

財
産
を

災
害
か
ら
守
れ
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。 



 

第 1回 

平和の鐘をならそう！ 

 ～私たちの願いを、知床から世界へ～ 

戦争の悲惨さと平和の尊さを次世代へ語り継ぐために、終戦
の日に合わせて、斜里・羅臼両町民で平和への切なる願いを
込めて高らかに鐘を打ち鳴らします。どなたでもご参加いた
だけます。心静かに祈りを捧げ、平和への誓いを新たにしま
しょう。 

■日時：令和 8 年 8 月 15 日（土）1１：２0 受付開始 

          １２：００ 打鍾開始  12：30頃終了 

■会場：【斜里会場】禅龍寺鐘楼（斜里町本町 47） 

【羅臼会場】誠諦寺（羅臼町本町 56）      

■参加：無料。事前申し込みは不要です。直接会場にお越しください。 

■内容：平和への願いを込めて、鐘を鳴らしていただきます。 

■主催：知床ユネスコ協会     ■協力：禅龍寺、誠諦寺 

■お問い合わせ：知床ユネスコ協会（川村 090-6871-0769） 
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